
  　県内経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい状況にあるが、一部で持ち直しの動きが  みられる。　　ただし、夏場の電力供給不足による影響が懸念される。   震災の影響により輸送機械で落ち込みが続いているものの、電気機械などで 持ち直しの動きがみられる。　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比３．４％減、同７．０％減となった。　３カ月先の業況見通しＤＩは、▲１１．８から３．５となった。   公共投資が減少傾向にあることから、弱めの動きが続いている。　受注額、完工高はそれぞれ前年同月比１３．８％減、同４０．６％減となった。　３カ月先の業況見通しＤＩは、▲２６．７から▲６．３となった。　 震災による影響が緩和し、家電品や飲食料品の売上が増加した。　売上高は前年同月比３．８％増となった。　３カ月先の業況見通しＤＩは、▲４０．７から▲３４．６となった。   旅館・ホテル業は震災により観光客が引き続き減少している。　売上高は前年同月比６．９％減となった。　３カ月先の業況見通しＤＩは、▲３．６から２２．２となった。

県内経済動向調査結果（平成２３年５月分）
主な業種 状　　況
サービス業
建  設  業小  売  業
製  造  業

概　　　況 （ 産 業 政 策 課 ）企業活性化・雇用緊急対策本部平 成 ２ ３ 年 ７ 月 １ １ 日
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　やや強含みの動きとなっている 　弱めの動きとなっている　生産額は前年同月比５．５％増。 　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比１７．０％減、同６．９％　３カ月先の業況見通しＤＩは、▲１４．３から▲２１．４となった。 減。　震災による買い控えから持ち直しの動きがみられ、前年同月を上回   ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲７１．４から４２．９となった。った。 　受注の落ち込みから、前年同月を下回った。
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月-8.9 -4.8 -3.4 -7.0 -14.7 -1.7 1.5 -3.8 0.1 -0.7 -9.1 -8.0 5.5 22.3 10.9 -3.7 22.9 1.6 7.6 11.7 -0.5 -1.6 -17.5 -19.5 -17.8 -17.0

 １ 食　料　品  ２ 繊維・衣服製造業の動向

-40-2002040 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 繊維・衣服生産額（前年同月比）-20-1001020 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 食料品生産額（前年同月比）
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　やや強含みの動きとなっている 　やや弱めの動きとなっている　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比２３．５％増、同３０．８％ 　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比６．６％減、同１０．３％減。増。 　３カ月先の業況見通しＤＩは、▲１０．０から１０．０となった。  ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲１６．７から▲２５．０となった。 　取引先からの受注減少により、前年同月を下回った。  仮設住宅などの復興需要により、前年同月を上回った。  
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月12.8 18.7 5.7 13.9 3.5 1.5 4.2 9.8 13.3 15.2 5.9 22.4 23.5 25.5 20.7 15.9 13.3 12.6 6.8 3.4 2.0 -1.0 11.0 -14.4 -3.4 -6.6

 ３ 木材・木製品  ４ 鉄鋼・金属製品
0102030 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 木材・木製品生産額（前年同月比） -40-200204060 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 鉄鋼・金属生産額（前年同月比）
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　やや弱めの動きとなっている 　やや弱めの動きとなっている
 　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比１０．８％減、同１４．６％ 　生産額、受注額は、それぞれ前年同月比５．０％減、同７．１％減。減。   ３カ月先の業況見通しＤＩは、前月と同じ１１．１となった。  ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲１２．５から▲２２．２となった。 　生産が好調な企業もみられ、震災後の影響による生産額の落ち込み　震災の影響などによる受注の落ち込みから、前年同月を下回った。 に持ち直しの動きがみられる。

22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月5.5 -4.7 -10.4 -21.8 -17.9 -35.3 -32.5 12.6 -5.0 -10.1 10.2 -14.4 -10.8 43.6 31.4 34.4 24.5 12.4 5.5 -1.2 -1.6 -5.1 -8.2 -27.1 -22.6 -5.0

 ５ 一般機械  ６ 電気機械
-60-40-2002040 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 一般機械生産額（前年同月比） -50050100150 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 電気機械生産額（前年同月比）
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　弱めの動きとなっている 　やや強含みの動きとなっている　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比１８．７％減、同２０．８％ 　生産額、受注額はそれぞれ前年同月比３．１％増、同９．１％減。減。   ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲５０．０から０．０となった。  ３カ月先の業況見通しＤＩは、６６．７から８３．３となった。 　一部で受注の落ち込みがみられたものの、医療関連製品などの生産　徐々に緩和しているものの、震災の影響から引き続き生産額が落ち 額が増加した。込んだ。
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月118.8 109.5 86.5 83.9 65.1 55.6 53.6 46.6 36.7 47.8 -14.5 -31.9 -18.7 10.1 8.6 6.2 9.2 11.5 8.6 8.7 7.2 11.1 13.7 -10.4 5.5 3.1

 ７ 輸送機械  ８ 精密機械
-2002040 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 精密機械生産額（前年同月比）-50050100150 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 輸送機械生産額（前年同月比）
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　弱めの動きが続いている 　やや弱含みの動きとなっている　受注額、完工高はそれぞれ前年同月比１３．８％減、同４０．６％ 　売上高は前年同月比１．５％減。減。   ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲４０．０から▲５０．０となった。  ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲２６．７から▲６．３となった。 　震災による買い控えから、前年同月を下回った。　公共投資が減少傾向にあることから、弱めの動きが続いている。
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月-62.0 -3.8 -18.5 81.9 -38.5 14.8 0.3 -21.7 51.2 -47.3 -33.2 53.4 -13.8 -11.1 -7.0 -4.8 -3.4 -6.8 -1.1 -8.0 -6.4 -9.0 -0.8 -16.8 -7.8 -1.5

小売業の動向 建  設  業  １ 衣  料  品建設業の動向

-100-50050100
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 建設業受注額（前年同月比）
-30-20-10010 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 衣料品売上高（前年同月比）
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　やや強含みの動きとなっている 　やや強含みの動きとなっている　売上高は前年同月比４．３％増。 　売上高は前年同月比１．６％増。  ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲５０．０から▲２５．０となった。   ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲５４．５から▲２７．３となった。　防災関連用品や節電用品が好調で、前年同月比を上回った。 　震災後の商品供給不足が解消し、全体として堅調に推移した。
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月-3.1 0.8 2.1 -1.4 -3.5 6.5 4.5 0.7 14.4 2.5 4.7 -1.2 4.3 -4.9 0.2 2.4 1.0 7.5 -1.2 1.9 4.2 6.0 6.9 -2.2 2.1 1.6

 ２ 身  回  品  ３ 飲 食 料 品
-1001020 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 身回品売上高（前年同月比） -10-50510 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 飲食料品売上高（前年同月比）
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　強含みの動きとなっている 　弱めの動きとなっている　売上高は前年同月比３１．９％増。  　売上高は前年同月１６．５％減。　３カ月先の業況見通しＤＩは、３３．３から▲６６．７となった。   ３カ月先の業況見通しＤＩは、▲６．７から１４．３となった。　地上デジタル放送化への移行に伴う対応テレビ、レコーダーのほか、 　ビジネス客は回復傾向にあるものの、震災により観光客や婚礼部門省エネ家電の売上が増加した。 が減少している。
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月0.4 -1.0 15.7 17.2 25.9 34.3 86.8 -12.9 -15.6 2.2 -42.6 14.1 31.9 -11.2 11.3 -7.2 -7.2 -3.5 22.0 -5.8 -2.2 -1.2 1.4 -44.3 -11.8 -16.5

サービス業の動向 ４ 家　電　品  １ 旅館・ホテル
-50050100 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） 家電品売上高（前年同月比） -60-40-200204060 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月

（％） 旅館・ホテル売上高（前年同月比）
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　横ばいの動きとなっている　売上高は前年同月比１．６％減。  ３カ月先の業況見通しＤＩは、０．０から３０．８となった。　運輸業は太平洋側からのシフトなどにより貨物輸送が増加した。　一方、道の駅など観光関連で落ち込みがみられた。
22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月9.3 9.2 -3.5 14.2 2.7 2.4 -0.7 3.5 -13.6 0.9 -0.9 -2.3 -1.6

 ２ その他サービス
-20-1001020 22年5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 23年1月 2月 3月 4月 5月
（％） その他サービス業売上高（前年同月比）

－9－


